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1 まえがき
ガスメーターへアンテナを実装し，無線通信により検針

情報を自動収集するようなSmart Utility Network(SUN)
が注目されている [1]．ガスメーターは金属製パイプシャ
フト内に配置されため伝搬特性の劣化が問題だが，その
改善にはアンテナ選択ダイバーシティが有効である [2]．
しかしガスメーター用ダイバーシティアンテナの性能を
評価するシステムの構築には多くの検討が必要である．
本稿では，パイプシャフト内における電界分布を解析し，
その相関について検討を行う．送信アンテナの配置を
様々変えて数値シミュレーションを行い，ガスメーター
用ダイバーシティアンテナを評価する上での指針に関し
て検討する．

2 数値シミュレーション
図 1は本稿で用いた数値シミュレーションモデルであ

る．送信アンテナ-パイプシャフト間距離Dと入射波角
度 θ を変化させ，パイプシャフト内の高さ 1 mの水平
面を解析した．サンプリング数は 81× 51でサンプリン
グ間隔は 10 mmである．電界分布の解析にはモーメン
ト法 (Method of Moments:MoM)を利用し，周波数は
920MHzを使用した．
図 2は θ=0とした時のDにおける電界分布の相関係

数を求めたグラフである．十分に遠方とみなせるD=10
mでの電界分布を基準とし各 Dにおける分布との相関
係数を求めた．D ≥2 mにおいて Ex,Ezともに ρ ≥0.7
となることが確認された．図 3は入射波角度における電
界分布の相関係数を求めたグラフである．θ ≤ 60◦にお
いて Ex,Ezともに ρ ≥0.7となることが確認された．こ
れより，ガスメーター用ダイバーシティアンテナの評価
をする際には D ≥2 mかつ θ ≤ 60◦ が望ましいことが
分かった．

3 まとめ
本稿では相関係数を用い，ガスメーター用ダイバーシ

ティの性能を評価をする上での指針に関した検討を行っ
た．数値シミュレーションを行い、相関係数が 0.7を越
えることから，ガスメーター用ダイバーシティアンテナ
の性能を検討する際は送信アンテナはパイプシャフトか
ら 2 m以上離し，かつ正面方向からの入射角度は 60◦以
下であることが一つの指針になる事を示した．
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(b) 電界分布の観測面
図 1 数値シミュレーションモデル
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図 2 伝送距離における電界分布の相関係数 (θ = 0◦)
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図 3 入射波角度における電界分布の相関係数


